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１ “薬品管理「春」印刷 v.21”（ファイル名：薬品管理「春」印刷 v21.xlsm）でできることと特徴 

(1) 薬品管理「春」の「ラベル data」シートに記録されたデータに従って、ラベル用紙にバーコード

を含むラベル印刷をする。チェックデジットも計算します。 

(2) 印刷用シートは自分で作っていただければ 8 種類まで作れます。Excel のセルの幅と高さを調節

します。 

(3) Excelの VBAで作っていますので、保存データを 2003形式に変換する必要がありません。 

 

２ “薬品管理「春」印刷”の実際の使い方（Excelのバージョンにより画面等が異なります。） 

(1)  ラベル印刷するデータの入っている“薬品管理「春」”を同じフォルダーに置いておく。 

(2)  「薬品管理「春」印刷 v21.xlsm」をダブルクリックして、起動する。  

(3)  セキュリティの警告が出たら、マクロを使えるようにする。 

(4) 「印刷情報」シートの B4 セルに印刷する「ラベル data」シートのあるファイル名を正しく入力

する。（図では“薬品管理「春」v2”ですが“薬品管理「春」v20”が最新です） 

(5) B6セルをクリックして、ドロップダウンリストから印刷するラベル用紙に合わせた印刷用シート

を選択する。（B16 から B23 セルに入力してある名前が出てきます。）B7 から B10 までの値が更

新されます。 

 

(6) ボタン「ラベルを印刷する」をクリックする。 
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(7) 印刷プレビュー画面が表示されます。印刷を指示すればそのページが印刷されます。次のページ

の印刷プレビュー画面に移ります。 

(8) 印刷が終われば終了する。 

 

３ その他 

(1) 印刷用シートの印刷用 01 は A4 の横空白ありの 44 枚のラベルシート用に作ってあります。印刷

用 02ではどこに何の情報が入るかわかるように残してあります。 

(2) 「印刷用」シートの各セルの幅や高さを変えたり、「印刷情報」シートの“書き込み情報値”を変

えることにより、ラベルのレイアウトを変更することができます。 

(3) バーコードの幅は 25mm～62mm の範囲で（セル幅が 124 ピクセル以上で)となるようにする。

高さもあまり変えないでください。規格で一応サイズが決まっていますので、外すと読み取れない可

能性があります。 

(4) セル属性を変えれば、印刷の色など変えることができます。 

(5) v.2.1より作業ファイルの作成場所を、「薬品管理「春」印刷 v21.xlsm」と同じフォルダーにしま

した。（v.2.0では c:¥tmp の作業用フォルダーが必要でした。ご迷惑をおかけしました。） 

 


